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お知らせ 10 月

「女性の人権ホットライン」強化週間

　夫やパートナーからの暴力、職場等におけ
る各種ハラスメント、ストーカー行為など女
性をめぐるさまざまな人権問題に関する電話
相談を強化しています。
　ひとりで悩んでいませんか？
　相談内容の秘密は守ります。どんな小さな
ことでも結構です。悩みを聞かせてください。

問山口地方法務局人権擁護課
☎ 083（922）2295

強化週間中の受付時間（11/12 ～ 18）
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感
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秋季全国火災予防運動（11 月 9 日～ 15 日）

▶３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
② ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

▶４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
② 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。
③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を

設置する。
④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント

問柳井地区広域消防本部 予防課　☎ 0820（23）7774


